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【手続補正書】
【提出日】平成27年12月22日(2015.12.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　本技術の撮像方法は、撮像部の焦点距離を調整し、前記焦点距離を示す表示オブジェク
トが前記焦点距離に対応する奥行き位置に視えるように、立体視画像の左眼用画像と右眼
用画像とを生成して、前記撮像部の撮像領域の少なくとも一部を透過的に視ることができ
、左眼用画像と右眼用画像とからなる立体視画像を表示する表示部に表示させ、前記撮像
部により被写体を撮像する撮像方法である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９９
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００９９】
　さらには、外界情報（透過型HMD１００の周囲の状況や、場所、日時、被写体の状況な
どの検知情報）を検知することができる構成とし、システムコントローラ２１１がその外
界情報に基づいて適切な動作処理を判別し、処理を実行するようにしてもよい。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１８】
　画像生成部２３１は、撮像部２５１の焦点距離を示す立体視画像（焦点距離を示す表示
オブジェクト、すなわちフォーカスアイコンの左眼用画像と右眼用画像）を生成する。表
示制御部２３４は、そのフォーカスアイコンの虚像位置が、その焦点距離に対応する奥行
き位置となるように、そのフォーカスアイコンの視差および輻輳角を設定し、表示画像処
理部２３２にその設定をフォーカスアイコンに適用させ、その奥行き位置が焦点距離に対
応する位置となるように視差と輻輳角が設定されたフォーカスアイコンを表示部１１２に
表示させる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４５】
　なお、例えば、システムコントローラ２１１が、フォーカスアイコン３１１の虚像距離
を、測距によって計測されたユーザ３０１（透過型HMD１００）と被写体３０２との距離
に完全に一致するように調整しなくても、フォーカスアイコン３１１と被写体３０２との
前後関係が一致していれば、ユーザはどこにピントを合わせているかを把握することへの
補助になり、同様の効果が得られる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８４】
　なお、本技術は以下のような構成も取ることができる。
　（１）　撮像部と、
　前記撮像部の撮像領域の少なくとも一部を透過的に視ることができ、左眼用画像と右眼
用画像とからなる立体視画像を表示する表示部と、
　前記撮像部の焦点距離を調整する焦点距離調整部と、
　前記焦点距離を示す表示オブジェクトが前記焦点距離に対応する奥行き位置に視えるよ
うに、前記左眼用画像と前記右眼用画像とを生成して前記表示部に表示させる表示制御部
と
　を備える撮像装置。
　（２）　前記表示制御部は、前記表示オブジェクトの大きさを、前記焦点距離に応じて
設定する
　（１）、（３）乃至（１２）のいずれかに記載の撮像装置。
　（３）　前記表示部は、前記左眼用画像を表示する左眼用画像表示部と、前記右眼用画
像を表示する右眼用画像表示部とを有する
　（１）、（２）、（４）乃至（１２）のいずれかに記載の撮像装置。
　（４）　前記撮像装置の筐体は、ユーザの頭部に、前記左眼用画像表示部が前記ユーザ
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の左眼前方の近傍に位置し、前記右眼用画像表示部が前記ユーザの右眼前方の近傍に位置
するように装着される
　（１）乃至（３）、（５）乃至（１２）のいずれかに記載の撮像装置。
　（５）　前記表示制御部は、前記撮像部による撮像の画角を示す画像を前記表示部にさ
らに表示させる
　（１）乃至（４）、（６）乃至（１２）のいずれかに記載の撮像装置。
　（６）　前記焦点距離調整部は、ユーザに操作されて前記焦点距離を調整する
　（１）乃至（５）、（７）乃至（１２）のいずれかに記載の撮像装置。
　（７）　被写体までの距離を測定する距離測定部をさらに備え、
　前記焦点距離調整部は、前記距離測定部により測定された前記距離に合わせるように、
前記焦点距離を調整する
　（１）乃至（６）、（８）乃至（１２）のいずれかに記載の撮像装置。
　（８）　前記距離測定部は、前記撮像領域の所定の位置の被写体までの距離を測定する
　（１）乃至（７）、（９）乃至（１２）のいずれかに記載の撮像装置。
　（９）　前記所定の位置は、前記撮像領域の、前記表示部の表示領域の中央に視える位
置である
　（１）乃至（８）、（１０）乃至（１２）のいずれかに記載の撮像装置。
　（１０）　前記被写体の顔を検出する顔検出部をさらに備え、
　前記距離測定部は、前記顔検出部により検出された前記被写体の顔までの距離を測定す
る
　（１）乃至（９）、（１１）、（１２）のいずれかに記載の撮像装置。
　（１１）　ユーザの視線の方向を検出する視線検出部をさらに備え、
　前記距離測定部は、前記視線検出部により検出された前記ユーザが視線を合わせた被写
体までの距離を測定する
　（１）乃至（１０）、（１２）のいずれかに記載の撮像装置。
　（１２）　前記被写体までの距離の測定の実行指示を受け付ける指示受付部をさらに備
え、
　前記距離測定部は、前記指示受付部により受け付けられた前記実行指示に基づいて、前
記被写体までの距離を測定する
　（１）乃至（１１）のいずれかに記載の撮像装置。
　（１３）　撮像部の焦点距離を調整し、
　前記焦点距離を示す表示オブジェクトが前記焦点距離に対応する奥行き位置に視えるよ
うに、立体視画像の左眼用画像と右眼用画像とを生成して、前記撮像部の撮像領域の少な
くとも一部を透過的に視ることができ、左眼用画像と右眼用画像とからなる立体視画像を
表示する表示部に表示させ、
　前記撮像部により被写体を撮像する
　撮像方法。
【手続補正６】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像部と、
　前記撮像部の撮像領域の少なくとも一部を透過的に視ることができ、左眼用画像と右眼
用画像とからなる立体視画像を表示する表示部と、
　前記撮像部の焦点距離を調整する焦点距離調整部と、
　前記焦点距離を示す表示オブジェクトが前記焦点距離に対応する奥行き位置に視えるよ
うに、前記左眼用画像と前記右眼用画像とを生成して前記表示部に表示させる表示制御部
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と
　を備える撮像装置。
【請求項２】
　前記表示制御部は、前記表示オブジェクトの大きさを、前記焦点距離に応じて設定する
　請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記表示部は、前記左眼用画像を表示する左眼用画像表示部と、前記右眼用画像を表示
する右眼用画像表示部とを有する
　請求項１または請求項２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記撮像装置の筐体は、ユーザの頭部に、前記左眼用画像表示部が前記ユーザの左眼前
方の近傍に位置し、前記右眼用画像表示部が前記ユーザの右眼前方の近傍に位置するよう
に装着される
　請求項３に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記表示制御部は、前記撮像部による撮像の画角を示す画像を前記表示部にさらに表示
させる
　請求項１乃至請求項４のいずれかに記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記焦点距離調整部は、ユーザに操作されて前記焦点距離を調整する
　請求項１乃至請求項５のいずれかに記載の撮像装置。
【請求項７】
　被写体までの距離を測定する距離測定部をさらに備え、
　前記焦点距離調整部は、前記距離測定部により測定された前記距離に合わせるように、
前記焦点距離を調整する
　請求項１乃至請求項６のいずれかに記載の撮像装置。
【請求項８】
　前記距離測定部は、前記撮像領域の所定の位置の被写体までの距離を測定する
　請求項７に記載の撮像装置。
【請求項９】
　前記所定の位置は、前記撮像領域の、前記表示部の表示領域の中央に視える位置である
　請求項８に記載の撮像装置。
【請求項１０】
　前記被写体の顔を検出する顔検出部をさらに備え、
　前記距離測定部は、前記顔検出部により検出された前記被写体の顔までの距離を測定す
る
　請求項７乃至請求項９のいずれかに記載の撮像装置。
【請求項１１】
　ユーザの視線の方向を検出する視線検出部をさらに備え、
　前記距離測定部は、前記視線検出部により検出された前記ユーザが視線を合わせた被写
体までの距離を測定する
　請求項７乃至請求項１０のいずれかに記載の撮像装置。
【請求項１２】
　前記被写体までの距離の測定の実行指示を受け付ける指示受付部をさらに備え、
　前記距離測定部は、前記指示受付部により受け付けられた前記実行指示に基づいて、前
記被写体までの距離を測定する
　請求項７乃至請求項１１のいずれかに記載の撮像装置。
【請求項１３】
　撮像部の焦点距離を調整し、
　前記焦点距離を示す表示オブジェクトが前記焦点距離に対応する奥行き位置に視えるよ
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うに、立体視画像の左眼用画像と右眼用画像とを生成して、前記撮像部の撮像領域の少な
くとも一部を透過的に視ることができ、左眼用画像と右眼用画像とからなる立体視画像を
表示する表示部に表示させ、
　前記撮像部により被写体を撮像する
　撮像方法。
【手続補正７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１】
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